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(54)【発明の名称】 超音波内視鏡

(57)【要約】
【課題】  体腔内への挿入時や光学像による診断のとき
には挿入部正面の内視鏡画像を得ることができ、超音波
診断のときには長手軸方向の断面を連続的に且つ３６０
°全周の断面画像を得ることが可能な超音波内視鏡を実
現する。
【解決手段】  超音波内視鏡の挿入部先端部６に設けた
先端部本体１１の前面には対物光学系１２がその中心軸
を挿入部長手方向の中心軸に略平行になるように固定さ
れている。前記先端部本体１１の超音波本体２１には回
転自在に回転する超音波振動子２４が内蔵されており、
この超音波振動子２４に固定された振動子軸２５の端部
にはエンコーダ２９が接続されている。前記エンコーダ
２９軸にはモータ３０の回転軸３１が接続され、この回
転軸３１の反対側の回転軸３２には進退動手段として外
周面にねじ部３３ａを形成したねじ歯車３３が固定され
ている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部先端部に対物光学系などの内蔵物
を備え、この挿入部の長手軸方向に対して垂直方向に超
音波を送受信する超音波振動子を有した超音波内視鏡に
おいて、
前記超音波振動子を回転走査する駆動手段と、
前記超音波振動子を前記挿入部先端部の内蔵物よりも先
端側に突出可能にし、この突出させた状態で少なくとも
前記駆動手段による回転走査を行う進退動手段と、
を具備したことを特徴とする超音波内視鏡。
【請求項２】  前記進退動手段は前記駆動手段の回転軸
に連接し、前記駆動手段の駆動力により進退動すること
を特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、細長な挿入部の長
手軸方向に対して垂直方向に超音波を送受信する超音波
振動子を有した超音波内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、超音波振動子から発振される
超音波ビームを機械的に回転走査させる超音波内視鏡が
種々提案されている。
【０００３】このような超音波内視鏡は、細長な挿入部
の先端部にこの挿入部の長手軸方向に対して垂直方向に
超音波を送受信する超音波振動子を有し、前記超音波振
動子からの信号を伝達するための回転型信号伝達手段
と、前記超音波振動子の回転位置検出手段と、前記超音
波振動子を回転走査させる駆動手段を設けて構成されて
いる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記超
音波内視鏡は、以下に記載する不具合が考えられる。
（１）超音波振動子が軸方向に移動できないので、超音
波振動子が向いている部分のみの断面像（２次元画像）
しか得られない。このため、大きな腫瘍や病変部とその
周辺の関係を見るときに、術者は内視鏡を前後に動かし
て２次元像を見ながら理解しなくてはならず、煩雑であ
った。
【０００５】（２）挿入方向に直交する断面の超音波画
像（いわゆるラジアル画像）を得るために超音波振動子
が先端に配置され、この超音波振動子後方と干渉しない
位置に観察光学系が配置されるため、内視鏡光学像を直
視できない。一方、内視鏡光学像が直視可能に観察光学
系を配置すると、超音波画像の捜査範囲が狭くなる。観
察光学系の対物レンズ中心軸を内視鏡挿入部の挿入軸と
平行にして正面を観察できるようにした直視光学系にし
た場合、超音波振動子が光学視野内に入ってしまい診断
の支障となる。このため超音波内視鏡の場合、対物レン
ズが挿入軸に対して傾いて取り付けられる前方斜視や側
視になっている。このため病変部の光学像による観察が
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しにくかったり、体腔内への挿入にコツが必要であっ
た。また超音波振動子と並列に内視鏡光学系を配置して
直視にした場合、今度は超音波画像の一部が内視鏡光学
系と干渉するため、３６０°の超音波画像が得られず、
病変部の診断やオリエンテーションに支障を来たす虞れ
があった。
【０００６】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、体腔内への挿入時や光学像による診断のときに
は挿入部正面の内視鏡画像を得ることができ、超音波診
断のときには長手軸方向の断面を連続的に且つ３６０°
全周の断面画像を得ることが可能な超音波内視鏡を提供
することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
本発明は、挿入部先端部に対物光学系などの内蔵物を備
え、この挿入部の長手軸方向に対して垂直方向に超音波
を送受信する超音波振動子を有した超音波内視鏡におい
て、前記超音波振動子を回転走査する駆動手段と、前記
超音波振動子を前記挿入部先端部の内蔵物よりも先端側
に突出可能にし、この突出させた状態で少なくとも前記
駆動手段による回転走査を行う進退動手段と、を具備し
たことを特徴としている。この構成により、体腔内への
挿入時や光学像による診断のときには挿入部正面の内視
鏡画像を得ることができ、超音波診断のときには長手軸
方向の断面を連続的に且つ３６０°全周の断面画像を得
ることが可能な超音波内視鏡を実現する。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図３は本発明の第１の
実施の形態に係わり、図１は本発明の第１の実施の形態
の超音波内視鏡の外観図、図２は図１の挿入部先端部を
示す説明図であり、図２（ａ）は挿入部先端部の正面
図、図２（ｂ）は挿入部先端部の断面図、図３は第１の
実施の形態の作用を説明する説明図であり、図３（ａ）
は図２の状態から超音波本体が突出してくる際の挿入部
先端部の断面図、図３（ｂ）は同図（ａ）の状態から超
音波本体が突出完了した際の挿入部先端部の断面図であ
る。
【０００９】図１に示すように本発明の第１の実施の形
態の超音波内視鏡１は、細長な挿入部２の後端に操作部
３を備えて構成されており、前記操作部３側部からは図
示しない光源装置及びビデオプロセッサに接続されるユ
ニバーサルコード４と、図示しない超音波観測装置に接
続される超音波コード５とがそれぞれ延出されている。
前記挿入部２は、その先端に設けられた先端部６と、こ
の先端部６の基端側に設けられた湾曲自在な湾曲部７と
から構成され、前記操作部３に設けられた湾曲操作ノブ
８を操作することにより、前記湾曲部７を湾曲自在にな
っている。
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【００１０】図２に示すように前記先端部６には、金属
やプラスチックで形成された先端部本体１１が設けられ
ている。前記先端部本体１１の前面には、内蔵物として
対物光学系１２が図２（ｂ）に示すようにその中心軸を
挿入部長手方向の中心軸に略平行になるように固定され
ている。同様に内蔵物として照明光学系１３が先端部本
体１１に設けられている。
【００１１】前記対物光学系１２には、その後端側に図
示しないＣＣＤ等の固体撮像素子から構成される撮像部
（不図示）が設けられており、この撮像部からの信号線
は前記挿入部２及び操作部３を挿通しユニバーサルコー
ド４を介して前記ビデオプロセッサ（不図示）に接続さ
れる。また、照明光学系１３には、その後端側に前記光
源装置（不図示）からの照明光を導光する図示しないラ
イトガイド（ファイバ束）が設けられており、このライ
トガイドで導光された照明光で被写体を照明するように
なっている。
【００１２】また、前記先端部本体１１には内蔵物とし
て、図２（ａ）に示すように処置具を体腔内に挿通させ
たり送液や吸引を行うためのチャンネル１４が開口して
いる。更に、前記先端部本体１１には、対物光学系１２
の汚れを落とすためにノズル１５が設けられている。
尚、これらの構成、作用は公知であり説明は省略する。
また、固体撮像素子を使用したビデオ型でなく、ファイ
バ束で光学系を構成したファイバスコープ型であっても
良い。
【００１３】前記先端部本体１１に形成された収納部１
６には、超音波本体２１を備えた超音波走査機構が納め
られている。前記超音波本体２１には、ポリエチレン等
の超音波透過性材質で形成されたキャップ２２が固定さ
れている。このキャップ２２内部は流動パラフィン等の
超音波伝達媒体２３が充填されている。前記超音波本体
２１には、前記キャップ２２の中に挿入部２中心軸に対
して平行な軸を中心に回転自在に回転する超音波振動子
２４が内蔵されている。この超音波振動子２４には振動
子軸２５が固定されている。
【００１４】この振動子軸２５の外周には、金属製のリ
ング２６及びブラシ２７から構成される回転型信号伝達
部２８が設けられている。前記リング２６には前記超音
波振動子２４からの図示しない配線が接続されている。
一方、前記ブラシ２７は前記リング２６外周と接触する
と共に、図示しないケーブルが配線されており、挿入部
２及び操作部３を挿通して超音波観測装置に接続されて
いる。
【００１５】前記振動子軸２５の端部には回転位置検出
手段であるエンコーダ２９が配置されており、このエン
コーダ軸と前記振動子軸２５とが接続されている。前記
エンコーダ２９の端部には、駆動部としてモータ３０が
配置されている。このモータ３０の回転軸３１は前記エ
ンコーダ軸と接続しており、これにより回転軸３１の回
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転はエンコーダ軸及び振動子軸２５を介して超音波振動
子２４に伝達されるようになっている。
【００１６】前記回転軸３１の反対側には回転軸３２が
導出されており、この回転軸３２には進退動手段として
外周面にねじ部３３ａを形成したねじ歯車３３が固定さ
れている。一方、前記先端部本体１１の収納部１６に
は、前記ねじ歯車３３のねじ部３３ａと噛合するねじ部
３４が形成されている。これにより、前記モータ３０の
駆動力が前記回転軸３２を介して伝達されると、前記超
音波本体２１が前記ねじ歯車３３の回転によって挿入部
長手軸方向に進退動することが可能となる。
【００１７】また、前記超音波本体２１が前記ねじ歯車
３３の回転によって進退動し、最も後方に納められたと
きには、前記キャップ２２の先端面が先端部本体１１の
前面とほぼ一致するようになっている。そして、この状
態で超音波本体２１が先端部本体１１に対して回転する
ことがないように前記超音波本体２１の外周に設けられ
たピン３５が前記先端部本体１１に形成した溝３６に嵌
合するようになっている。また、前記収納部１６には、
前記超音波本体２１又はねじ歯車３３の位置を検出する
センサ３７、３８が設けられている。
【００１８】このように構成した超音波内視鏡を用いて
超音波診断を行う。挿入部を体腔内へ挿入するとき、あ
るいは内視鏡光学像を用いて体腔内の観察を行うとき、
超音波走査機構は図２に示すように先端部本体１１の内
部に収納されている。この状態では光学像内にキャップ
２２等が映ることなく、挿入部正面の光学像を得ること
ができる。
【００１９】体腔内の超音波画像を得たい場合は、モー
タ３０を作動させると回転軸３２が回転する。このと
き、ピン３５が先端部本体１１の溝３６と嵌合している
ため、超音波本体２１が先端部本体１１に対して回転す
ることはない。このため、回転軸３２に固定されたねじ
歯車３３が先端部本体１１に対して回転する。そして、
ねじ歯車３３、ねじ部３４が右ねじの場合には、回転軸
３２を操作部側から見たとき（図３で矢印Ａ側から見た
とき）右回転させると、ねじ歯車３３が移動して超音波
走査機構が先端部本体１１から外に突出してくる。同時
にモータ３０の作動で回転軸３１も回転しており、これ
に接続される超音波振動子２４も回転しているので、図
３（ａ）に示すように超音波振動子２４が先端部本体１
１より突出すると体腔内の超音波断層像を得ることがで
きる。
【００２０】即ち、超音波観測装置（不図示）からの送
信パルスは、金属製のリング２６及びブラシ２７から構
成される回転型信号伝達部２８を介して超音波振動子２
４に伝達され、キャップ２２越しに超音波が送信され
る。体腔内から反射してきた超音波は逆の経路で超音波
観測装置に伝達される。同時にエンコーダ２９で超音波
振動子２４の向きを検出し、図示しないモニタに超音波
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断層像を表示する。
【００２１】そして、モータ３０を回転し続けると、図
３（ｂ）に示すよう、更に超音波振動子２４が回転しな
がら先端部本体１１の前方に突出していくため、挿入部
２の軸方向の断面（図３のＸの範囲）を連続的に得るこ
とができる。このとき、超音波振動子２４の突出量を規
制するために、センサ３７の働きにより、所定量だけ突
出したらモータ３０の回転が逆になるようにしてある。
同様にセンサ３８で、超音波振動子２４が先端部本体１
１の内部に引っ込みすぎないように規制している。
【００２２】これにより、超音波観察しないときはキャ
ップ２２や超音波振動子２４が先端部本体１１から突出
していない。このため挿入部２正面の良好な光学像を得
ることができ、挿入部２を体腔内（例えば大腸といった
管状の臓器）へ挿入することや光学像を用いて体腔内の
観察を行うことが容易である。また、超音波観察のとき
は、挿入部２の軸方向の３６０°断面を連続的に得るこ
とができるので、大きな腫瘍や病変部とその周辺の関係
を把握することが容易である。その結果、より正確な診
断をすることができる。更に、超音波観測装置でデータ
処理して３次元画像を構築することが可能となり、これ
を用いれば病変部をより立体的に観察することができる
ためにより正確な診断が可能となる。
【００２３】尚、超音波観察時に光学像の観察を行うこ
とがないので、超音波観察時に超音波振動子２４が先端
部本体１１の前方から突出することは何ら問題とならな
い。また、図示しないが進退動手段は、超音波振動子２
４を有する超音波本体２１の後端側に設けた軸と、前記
超音波本体２１の後端側に設けたモータ３０の軸とをス
プライン結合することにより超音波本体２１を挿入部２
の長手軸方向に進退動させるように構成しても良い。
【００２４】（第２の実施の形態）図４は本発明の第２
の実施の形態に係わる超音波内視鏡の挿入部先端部を示
す断面図である。上記第１の実施の形態では、超音波本
体２４を進退動する進退動手段としてねじ歯車３３をモ
ータ３０の回転軸３２に軸着して構成しているが、本第
２の実施の形態ではモータ３０の回転軸３２に軸着する
第１の歯車と、この第１の歯車に連結して噛合する第２
の歯車とから進退動手段を構成する。それ以外の構成は
上記第１の実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ
構成には同じ符号を付して説明する。
【００２５】即ち、本第２の実施の形態の先端部本体５
０には、進退動手段としてモータ３０の回転軸３２に第
１の歯車である傘歯車５１を軸着し、この傘歯車５１に
は第２の歯車である傘歯車５２ａが噛合している。前記
傘歯車５２ａには平歯車５２ｂが固定されている。ま
た、先端部本体１１には前記平歯車５２ｂと噛合するね
じ部５３ａを形成したラック５３が埋設されている。
【００２６】このように構成した超音波内視鏡を用いて
超音波診断を行う。挿入部を体腔内へ挿入するとき、あ
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るいは内視鏡光学像を用いて体腔内の観察を行うとき、
超音波走査機構は図２に示すように先端部本体１１の内
部に収納されている。この状態では光学像内にキャップ
２２等が映ることなく、挿入部正面の光学像を得ること
ができる。
【００２７】体腔内の超音波画像を得たい場合は、モー
タ３０を作動させると回転軸３２及び傘歯車５１が回転
する。同時に傘歯車５２ａ及び平歯車５２ｂも回転す
る。平歯車５２ｂとラック５３のねじ部５３ａとが噛み
合っているが、ラック５３は先端部本体１１に埋設され
ているので、平歯車５２ｂ及びこれに接続される超音波
走査機構が先端部本体１１から突出してくる。以降の動
作は、第１の実施の形態とほぼ同様である。この結果、
第１の実施の形態と同様な効果を得ることができる。
【００２８】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
【００２９】［付記］
（付記項１）  挿入部先端部に対物光学系などの内蔵物
を備え、この挿入部の長手軸方向に対して垂直方向に超
音波を送受信する超音波振動子を有した超音波内視鏡に
おいて、前記超音波振動子を回転走査する駆動手段と、
前記超音波振動子を前記挿入部先端部の内蔵物よりも先
端側に突出可能にし、この突出させた状態で少なくとも
前記駆動手段による回転走査を行う進退動手段と、を具
備したことを特徴とする超音波内視鏡。
【００３０】（付記項２）  前記進退動手段は前記駆動
手段の回転軸に連接し、前記駆動手段の駆動力により進
退動することを特徴とする付記項１に記載の超音波内視
鏡。
【００３１】（付記項３）  挿入部の前方の観察対象を
観察する観察窓を挿入部先端側に設け、前記挿入部長手
軸方向に対して垂直方向に超音波を送受信する超音波振
動子を有する超音波内視鏡において、前記超音波振動子
とこの超音波振動子を回転させる駆動手段とこの駆動手
段の回転軸に軸着された第１の歯車とを連結し、この第
１の歯車を第２の歯車の静止歯車に歯合させ、前記駆動
手段による第１の歯車の回動によって少なくとも前記超
音波振動子を回転させると共に、前記挿入部の長手軸方
向に突没自在に進退させることを特徴とする超音波内視
鏡。
【００３２】（付記項４）  前記超音波振動子に回転型
信号伝達手段及び回転位置検出手段を連設したことを特
徴とする付記項１又は２に記載の超音波内視鏡。
【００３３】（付記項５）  前記進退動手段を前記駆動
手段の回転軸に軸着した歯車で構成したことを特徴とす
る付記項１又は２に記載の超音波内視鏡。
【００３４】（付記項６）  前記進退動手段を前記駆動
手段の回転軸に軸着した第１の歯車と、前記第１の歯車
に連結して噛合する第２の歯車とから構成したことを特
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徴とする付記項１又は２に記載の超音波内視鏡。
【００３５】（付記項７）  前記挿入部先端部に形成し
た収納部に前記歯車と噛合するねじ部を形成し、このね
じ部を前記歯車が進退動することで前記超音波振動子が
前記挿入部の長手軸方向に進退動することを特徴とする
付記項５に記載の超音波内視鏡。
【００３６】（付記項８）  前記挿入部先端部に形成し
た収納部に前記歯車と噛合するねじ部を形成し、このね
じ部を前記第２の歯車が進退動することで前記超音波振
動子が前記挿入部の長手軸方向に進退動することを特徴
とする付記項６に記載の超音波内視鏡。
【００３７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、挿
入部の軸方向に３６０°断面を連続的に得ることがで
き、正確な超音波診断が可能である。また、光学系を有
する超音波内視鏡においては、体腔内への挿入時や光学
像による診断のときに挿入部正面の内視鏡画像を得るこ
とができるので、検査しやすい超音波内視鏡となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の超音波内視鏡の外
観図
【図２】図１の挿入部先端部を示す説明図であり、図２
（ａ）は挿入部先端部の正面図、図２（ｂ）は挿入部先
端部の断面図
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【図３】第１の実施の形態の作用を説明する説明図であ
り、図３（ａ）は図２の状態から超音波本体が突出して
くる際の挿入部先端部の断面図、図３（ｂ）は同図
（ａ）の状態から超音波本体が突出完了した際の挿入部
先端部の断面図
【図４】本発明の第２の実施の形態に係わる超音波内視
鏡の挿入部先端部を示す断面図
【符号の説明】
１           …超音波内視鏡
２           …挿入部
６           …先端部
１１         …先端部本体
１２         …対物光学系
１６         …収納部
２１         …超音波本体
２２         …キャップ
２４         …超音波振動子
２５         …振動子軸
２８         …回転型信号伝達部
２９         …エンコーダ（回転位置検出手段）
３０         …モータ
３１，３２   …回転軸
３３         …ねじ歯車
３４         …ねじ部

【図２】
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